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３
月
７
日（
金
）ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル（
東

京
都
港
区
）に
お
い
て
、第
77
回
日
本
消
防

協
会
定
例
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
や

消
防
関
係
者
約
４
０
０
名
が
出
席
し
て
、

特
別
表
彰「
ま
と
い
」な
ど
各
賞
の
授
与
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
は
、表
彰
旗
１
団
、竿
頭
綬
３

団
、功
績
章
、精
績
章
、勤
続
章
合
わ
せ
て

３
７
１
人
が
受
賞
し
、
３
月
25
日（
火
）の

令
和
６
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰
式

で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

  

令
和
６
年
度
秋
田
県
消
防
功
労
者
表
彰

式
が
秋
田
県
及
び
秋
田
県
消
防
協
会
の
主

催
に
よ
り
、３
月
25
日（
火
）に
秋
田
県
庁

正
庁
で
開
催
さ
れ
、受
賞
者
な
ど
約
１
５
０

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

  
式
典
で
は
、消
防
庁
長
官
表
彰
、秋
田
県

知
事
表
彰
、
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰
が

伝
達
さ
れ
、
最
後
に
受
賞
者
を
代
表
し
て 

倉
田
芳
浩 
秋
田
市
消
防
団
長
が
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

  

皆
様
、誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。









































倉田団長代表謝辞 日本消防協会長表彰

消防庁長官表彰
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□功　労　章（４名）
 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 泉　　　政　樹 鹿角広域行政組合消防本部 消防司令長 奈　良　巧　一

 東成瀬村消防団 団　　　長 鈴　木　　　修 上小阿仁村消防団 団　　　長 武　石　　　聡

□永年勤続功労章（70名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 鈴　木　和　仁 秋田市消防本部 消　防　監 堀　井　正　人

 由利本荘市消防本部 消防司令長 伊　藤　一　寿 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 伊　藤　広　幸

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小　松　文　博 横手市消防本部 消防司令長 佐々木　　　馨

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 佐　藤　克　則 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 進　藤　政　喜

 秋田市消防本部 消防司令長 杉　舘　　　渉 にかほ市消防本部 消防司令長 須　田　勇　喜

 大館市消防本部 消防司令長 相　馬　成　人 男鹿地区消防一部事務組合消防本部 消防司令長 武　田　英　俊

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 藤　田　信　義 秋田市消防本部 消防司令長 武　藤　　　学

 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 小笠原　　　稔 五城目町消防本部 消 防 司 令 松　橋　正　浩

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令補 山　谷　康　博 北秋田市消防本部 消 防 士 長 木　村　喜　春

 秋田市消防団 団　　　長 倉　田　芳　浩 秋田市消防団 副　団　長 大　山　　　司

 大仙市消防団 副　団　長 小　原　　　勝 小坂町消防団 副　団　長 亀　田　　　晃

 秋田市消防団 副　団　長 佐々木　　　徹 大仙市消防団 副　団　長 鈴　木　久　男

 八峰町消防団 副　団　長 鈴　木　英　実 大仙市消防団 副　団　長 新　山　芳　美

 大仙市消防団 副　団　長 藤　谷　賢　司 仙北市消防団 副　団　長 本　田　清　治

 秋田市消防団 副　団　長 三　浦　浩　一 男鹿市消防団 副　団　長 　山　　　健

 能代市消防団 分　団　長 飯　坂　保　博 湯沢市消防団 分　団　長 石　田　　　均

 五城目町消防団 分　団　長 伊　藤　一　成 仙北市消防団 分　団　長 伊　藤　幸　二

 井川町消防団 分　団　長 伊　藤　安　春 大仙市消防団 分　団　長 越後谷　哲　也

 由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　典　之 鹿角市消防団 分　団　長 大　森　誠　一

 横手市消防団 分　団　長 奥　山　裕　之 八郎潟町消防団 分　団　長 小　野　成　松

 秋田市消防団 分　団　長 郡　司　　　聡 美郷町消防団 分　団　長 煙　山　栄　司

 鹿角市消防団 分　団　長 小　館　信　彦 潟上市消防団 分　団　長 小　松　偉　仁

 にかほ市消防団 分　団　長 齊　藤　　　猛 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　　　勲

 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　浩　之 北秋田市消防団 分　団　長 　内　孝　則

 横手市消防団 分　団　長 髙　𣘺　栄　一 三種町消防団 分　団　長 田　村　浩　人

 羽後町消防団 分　団　長 土　田　良　悦 横手市消防団 分　団　長 中　安　隆　孝

 能代市消防団 分　団　長 畠　山　英　範 横手市消防団 分　団　長 藤　原　憲　一

 北秋田市消防団 分　団　長 堀　部　仁　司 由利本荘市消防団 分　団　長 堀　　　嘉　哉

 大館市消防団 分　団　長 本　間　光　仁 秋田市消防団 分　団　長 三　浦　敏　実

 男鹿市消防団 分　団　長 目　黒　　　透 横手市消防団 分　団　長 山　崎　敦　行

 鹿角市消防団 分　団　長 山　本　和　喜 由利本荘市消防団 分　団　長 吉　田　誠　一

 男鹿市消防団 分　団　長 渡　部　　　智 由利本荘市消防団 副 分 団 長 石　崎　　　仁

 大館市消防団 副 分 団 長 伊　藤　美喜雄 由利本荘市消防団 副 分 団 長 岡　本　善　広

 藤里町消防団 副 分 団 長 加　藤　陽　一 大館市消防団 副 分 団 長 佐　藤　俊　昭

 東成瀬村消防団 副 分 団 長 鈴　木　良　男 大潟村消防団 副 分 団 長 馬　場　晶　寛
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□無火災表彰（２町）
 藤里町　　　井川町

□優良消防団（表彰旗）（１消防団）
 八峰町消防団

□優良消防団（竿頭綬）（３消防団）
 小坂町消防団　　　潟上市消防団　　　羽後町消防団
 

□功績章（17名）
 小坂町消防団 分　団　長 秋　本　勇　美 北秋田市消防団 副　団　長 木　村　謙　一
 上小阿仁村消防団 分　団　長 田　中　　　寿 能代市消防団 分　団　長 安　保　誠　喜
 井川町消防団 副　団　長 二　田　　　一 大潟村消防団 団　　　長 三　浦　　　修
 秋田市消防本部 消　防　監 佐　藤　和　則 秋田市消防本部 消　防　監 佐　藤　良　和
 由利本荘市消防団 分　団　長 田　口　明　高 にかほ市消防団 分　団　長 佐々木　　　譲
 大仙市消防団 副　団　長 高　橋　和　美 大仙市消防団 副　団　長 髙　橋　　　昇
 大仙市消防団 班　　　長 一　色　順　子 横手市消防団 副　団　長 佐　藤　清　市
 横手市消防団 副　団　長 小　松　雅　樹 湯沢市消防団 分　団　長 髙　山　一　夫
 羽後町消防団 分　団　長 土　田　健　一

□精績章（42名）
 鹿角市消防団 分　団　長 田　原　智　明 鹿角市消防団 分　団　長 中　村　　　実
 鹿角市消防団 班　　　長 安　保　千　夏 大館市消防団 分　団　長 長谷部　良　英
 大館市消防団 部　　　長 富　樫　正　人 北秋田市消防団 副　団　長 佐　藤　将　人
 上小阿仁村消防団 副 分 団 長 石　上　　　敏 能代市消防団 分　団　長 飯　坂　保　博
 能代市消防団 分　団　長 伊　藤　秀　司 能代市消防団 副 分 団 長 加　藤　武　幸
 三種町消防団 副　団　長 田　森　正　志 男鹿市消防団 副　団　長 　山　　　健
 潟上市消防団 分　団　長 小　松　偉　仁 八郎潟町消防団 団　　　長 松　田　一　成
 大潟村消防団 分　団　長 畑　瀬　正　道 秋田市消防本部 消防司令長 櫻　庭　金　裕
 秋田市消防本部 消防司令長 杉　舘　　　渉 秋田市消防団 分　団　長 斎　藤　弘　美
 秋田市消防団 分　団　長 齊　藤　安　孝 秋田市消防団 分　団　長 佐々木　健　一
 秋田市消防団 部　　　長 木　村　綾　子 由利本荘市消防団 副 分 団 長 池　田　一　治
 由利本荘市消防団 部　　　長 齋　藤　修　一 由利本荘市消防団 分　団　長 加　藤　　　司
 由利本荘市消防団 分　団　長 鎌　田　　　敏 にかほ市消防団 分　団　長 佐　藤　浩　一
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 小木田　信　明 仙北市消防団 副　団　長 戸　村　純　厚
 大仙市消防団 副　団　長 小　原　　　勝 仙北市消防団 分　団　長 伊　藤　幸　二
 美郷町消防団 分　団　長 齋　藤　辰　美 横手市消防団 副　団　長 泉　　　昌　宏
 横手市消防団 分　団　長 山　崎　敦　行 横手市消防団 分　団　長 石　山　秀　之
 横手市消防団 分　団　長 石　橋　一　則 横手市消防団 分　団　長 佐々木　茂　一
 横手市消防団 分　団　長 中　安　隆　孝 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　宗　男
 湯沢市消防団 分　団　長 佐　藤　泰　久 湯沢市消防団 分　団　長 鈴　木　　　一
 湯沢市消防団 分　団　長 伊　藤　文　雄 湯沢市消防団 副 分 団 長 髙　橋　嘉　之
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日
本
消
防
協
会
か
ら
仙
北
市
消
防
団
に

車
両
が
交
付
さ
れ
、
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
月
19
日（
水
）、（
公
財
）日
本
消
防
協

会
よ
り｢

消
防
団
防
災
学
習･

災
害
活
動
車

Ⅲ
」の
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
は
、団
本
部
車
両
と
し
て
、平
時
は

地
域
住
民
な
ど
に
対
す
る
防
災
学
習
に
使

用
し
、有
事
の
際
は
、緊
急
車
両
と
し
て
団

員
の
駆
け
つ
け
や
資
機
材
運
搬
等
の
現
場

活
動
に
使
用
し
ま
す
。

　

仙
北
市
消
防
団
で
は
、
団
員
数
が
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
交
付
車
両
を
最

大
限
活
用
し
、
加
入
促
進
に
繋
が
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

水
防
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰

の
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

１
月
28
日（
火
）、国
土
交
通
省（
東
京
都

千
代
田
区
）に
お
い
て
、令
和
６
年
度
水
防

功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
式
が
行
わ

れ
、７
団
体
、16
名
の
個
人
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　

本
県
か
ら
は
、昨
年
７
月
の
豪
雨
時
に
、

延
べ
６
１
０
名
が
出
動
し
、
河
川
巡
視
や

避
難
誘
導
、
人
命
救
助
等
を
行
っ
た
由
利

本
荘
市
消
防
団
が
選
ば
れ
ま
し
た

　

こ
の
表
彰
は
、
水
防
管
理
者
の
管
轄
の

下
に
水
防
に
従
事
し
、
著
し
い
功
績
が
あ

っ
た
団
体
及
び
個
人
を
表
彰
す
る
制
度

で
、昭
和
26
年
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

防
災
活
動
車
が
交
付
さ
れ
ま
し
た

第
48
回

　

第
48
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大

会
が
、
２
月
７
日
（
金
）
、
ホ
テ
ル
メ
ト

ロ
ポ
リ
タ
ン
秋
田
で
行
わ
れ
、
最
優
秀
賞

１
名
、
優
秀
賞
２
名
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

本
稿
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
山
形

凌
夏
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

      

消
防
士　

山　

形　

凌　

夏

■
優
秀
賞

　

由
利
本
荘
市
消
防
本
部

　
　

 

消
防
副
士
長　

佐　

藤　
　
　

迅

　

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部

     

消
防
士　

山　

崎　

貴　

翔

　

心
に
寄
り
添
っ
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

山　

形　

凌　

夏

　

「
人
命
を
守
り
た
い
」

　

消
防
士
で
あ
る
私
た
ち
の
多
く
は
、
そ

の
強
い
使
命
感
を
心
に
抱
い
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
過
程
で

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
傷
病
者
や
そ
の

家
族
の
心
に
寄
り
添
う
姿
勢
で
す
。な
ぜ
、

「
心
に
寄
り
添
う
」
こ
と
が
大
切
な
の
か
。

私
に
は
苦
い
経
験
が
あ
る
の
で
す
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震

災
が
発
生
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
当
時
、
小
学
３
年
生
だ
っ
た
私

は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
揺
れ
に
大
き

な
不
安
を
感
じ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い

ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
５
年
後
、
中
学
３
年
生
に
な

り
、
校
外
学
習
で
、
被
災
し
た
宮
城
県
気

仙
沼
市
を
訪
れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
私
は
、
震
災
で
妻
と
家
を
失

い
、
仮
設
住
宅
で
の
変
わ
り
果
て
た
生
活

に
苦
闘
し
て
い
た
一
人
の
男
性
に
出
会
い

ま
し
た
。

　

活
動
の
一
環
で
、「
復
興
に
か
け
る
思

い
」
と
題
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
集
め
る
事

に
な
っ
た
際
、
私
は
災
害
か
ら
立
ち
直
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
努
め
て
明

る
い
表
情
で
尋
ね
ま
し
た
。

「
今
後
の
夢
や
目
標
は
あ
り
ま
す
か
。」

す
る
と
、
彼
は
し
ば
ら
く
沈
黙
し
、

「
あ
の
ね
、
今
は
そ
れ
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い

ん
だ
よ
。」

と
一
瞬
で
厳
し
い
目
に
変
わ
り
、
こ
わ
ば

っ
た
表
情
の
ま
ま
背
を
向
け
て
行
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
瞬
間
、
自
分
の
一
言
が
、
絶
望
の

日
々
を
生
き
て
い
る
男
性
の
気
持
ち
を
逆

撫
で
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
づ
き
、
強

く
後
悔
し
ま
し
た
。
今
の
彼
は
、
日
々
の

暮
ら
し
を
乗
り
切
る
こ
と
で
精
一
杯
だ
っ

た
の
で
す
。

　

消
防
士
と
し
て
活
動
す
る
今
も
、
私
は

こ
の
苦
い
教
訓
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
常

に
傷
病
者
や
そ
の
家
族
の
「
心
に
寄
り
添

う
」
こ
と
を
胸
に
刻
み
活
動
し
て
い
ま

す
。

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

秋
田
県
消
防
長
会
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意見発表のテーマと発表者名

⑴　記憶を埋める一枚

秋田市消防本部　遠　藤　敏　希

⑵　コール１１９の見直し

にかほ市消防本部　池　田　享　平

⑶　最近の若者は～

大館市消防本部　奈　良　大　耶

⑷　一秒でも早くＡＥＤを

由利本荘市消防本部　佐　藤　　　迅

⑸　胸骨圧迫心臓マッサージを全世帯に

北秋田市消防本部　山　岡　陽　平

⑹　田んぼにポンプ

鹿角広域行政組合消防本部　吉　田　ひかり

⑺　心に寄り添っているか

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部  山　形　凌　夏

⑻　あなたを救う、情報のバトン

湖東地区消防本部　武　田　寛　晃

⑼　ドローンと共に

横手市消防本部　照　井　大　瑛

⑽　僕の決意～交差する思い～

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　遠　田　　　亘

⑾　応急手当が根付いた街へ

五城目町消防本部　小　野　航　大

⑿　私達だから見えること

男鹿地区消防本部　安　田　夏　葵

⒀　あなたも一緒に

能代山本広域市町村圏組合消防本部　山　崎　貴　翔
佐　藤　　　迅 さん（優秀賞）山　崎　貴　翔 さん（優秀賞）

山　形　凌　夏 さん（最優秀賞）

　

あ
る
日
、
私
は
、
心
肺
停
止
状
態
の
男

性
を
搬
送
す
る
た
め
に
出
動
し
ま
し
た
。

現
場
へ
到
着
す
る
と
か
な
り
動
揺
し
た
様

子
の
女
性
が
涙
を
浮
か
べ
、

「
父
を
ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
！
」

と
我
々
を
案
内
し
ま
し
た
。

　

男
性
は
意
識
が
な
く
、
電
極
パ
ッ
ド
を

貼
る
た
め
に
触
れ
た
身
体
は
少
し
冷
た

く
、「
時
間
が
経
っ
て
い
る
、
厳
し
い
か
も

し
れ
な
い
。」隊
長
の
表
情
も
私
の
思
い
と

同
じ
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

搬
送
中
、
私
は
同
乗
す
る
娘
さ
ん
の
隣

に
立
ち
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
続
け
な
が

ら
彼
女
の
不
安
が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う

に
と
、
あ
え
て
何
度
も
声
を
か
け
続
け
ま

し
た
。

「
お
父
さ
ん
、
娘
さ
ん
も
一
緒
に
乗
っ
て

い
る
か
ら
ね
！
頑
張
る
よ
、
も
う
す
ぐ
病

院
だ
よ
！
」

　

私
が
押
し
て
い
る
胸
の
真
ん
中
だ
け
は

温
か
い
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
更
に
冷
た

く
な
っ
て
い
く
身
体
。
娘
さ
ん
の
顔
を
見

る
勇
気
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

病
院
へ
到
着
し
て
間
も
な
く
、
医
師
は

娘
さ
ん
に
残
念
な
事
実
を
告
げ
、
彼
女
は

声
も
な
く
し
ゃ
が
み
込
み
、
両
手
で
顔
を

覆
い
ま
し
た
。　

　

全
力
を
尽
く
し
て
も
、
報
わ
れ
な
い
現

場
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
我
々

に
最
後
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
は
、
そ

の
娘
さ
ん
の
方
で
し
た
。

「
先
ほ
ど
は
、
父
に
何
度
も
声
を
か
け
て

く
だ
さ
っ
て
、
諦
め
な
い
で
く
れ
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
」

　

男
性
の
命
を
救
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
私
の
思
い
や
言
葉
は
、
娘
さ

ん
の
心
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
た
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

傷
病
者
と
そ
の
家
族
は
、
病
気
や
怪
我

に
よ
る
痛
み
だ
け
で
な
く
、
目
の
前
に
迫

る
将
来
の
不
安
と
も
向
き
合
っ
て
い
る
こ

と
を
私
は
知
っ
て
い
ま
す

　

こ
れ
か
ら
も
、
命
を
救
う
だ
け
で
な

く
、
そ
の
周
り
の
人
の
気
持
ち
に
も
、
温

か
く
寄
り
添
っ
て
い
け
る
消
防
士
で
あ
り

た
い
。
あ
の
と
き
の
苦
い
経
験
が
、
今
も

私
に
厳
し
く
問
い
か
け
て
き
て
い
る
か

ら
。
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消
防
団
員
の
減
少
や
高
齢
化
に
伴
い
地

域
防
災
力
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

団
員
の
加
入
促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県

は
、
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
、
広
報
の
強
化
に
力
点

を
置
き
、
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

①
市
町
村
が
実
施
す
る
消
防
団
活
動
の
Ｐ

Ｒ
に
対
す
る
支
援

　
　
　

消
防
団
活
動
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
や
市
町
村

が
新
た
に
取
り
組
む
Ｐ
Ｒ
活
動
を
対
象
と

す
る
。

②
若
手
及
び
女
性
消
防
団
員
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

活
動

　
　
　

秋
田
魁
新
報
社
と
日
本
赤
十
字
東
北
看
護

大
学
介
護
福
祉
短
期
大
学
部
が
中
心
と

な
っ
て
開
催
す
る
「
あ
き
た
防
災
キ
ャ
ン

プ
フ
ェ
ス
」
に
ブ
ー
ス
を
設
け
、
団
員
の

加
入
促
進
に
繋
が
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う
。

③
県
に
よ
る
消
防
団
活
動
の
Ｐ
Ｒ

　
　
　

県
が
製
作
す
る
消
防
団
Ｐ
Ｒ
動
画
を
映
画

館
で
上
映
し
、
消
防
団
活
動
を
広
く
周
知

す
る
ほ
か
、
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
を

促
進
す
る
。

　

①
は
、
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し
て
県

が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

②
は
、
昨
年
に
続
き
、
若
手
や
女
性
消

防
団
員
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
、
９
月
に

行
い
ま
す
。

消防団名 階　級 氏　　名

北 秋 田 市

北 秋 田 市

上小阿仁村

男　鹿　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

仙　北　市

仙　北　市

横　手　市

湯　沢　市

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

団　　員

藤　本　勝　繁

武　石　直　樹

小　林　　　剛

西　村　遊　星

徳　光　健　治

堀　野　利　人

安　藤　幸　雅

早　川　　　至

藤　枝　諒　平

藤　井　聖　弥

髙　橋　秀　徳

遠　藤　裕　平

教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

第69期基礎教育
令和７年３月８日㈯～３月９日㈰
12人（７消防団）
入団して概ね３年未満の消防団員

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校



































「
消
防
団
加
入
促
進
モ
デ
ル
事
業
」

を
実
施
し
ま
す
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教育期間
入校者数
対 象 者
集合写真

入 校 者
名　簿

◆ 消 防 団 員 研 修 ◆
秋田県消防学校

第７期幹部教育指揮幹部科現場指揮課程

部長又は部長と同等の実務経験を有する者

消防団名 階　級 氏　　名

第10期幹部教育指揮幹部科分団指揮課程

消防団名 階　級 氏　　名

令和７年３月15日㈯～３月16日㈰
24人（11消防団）

令和７年３月１日㈯～３月２日㈰
31人（13消防団）
分団長、副分団長の階級にある者

部　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

班　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

部　　　長

副 分 団 長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

班　　　長

部　　　長

岩　城　淳　一

三　浦　良　信

武　石　孝　夫

小　川　洋　平

髙　橋　存　哉

佐　藤　未　佳

加　藤　光　昭

今　川　幸　也

小　林　正　義

木　村　秀　紀

眞　田　和　幸

小　松　則　夫

村　上　清　隆

竹　島　和　矩

齋　藤　清　克

大　場　　　浩

斎　藤　正　勝

仙　波　　　覚

髙　瀬　健　一

佐　藤　重　之

柴　田　幸　信

黒　澤　　　寛

小　南　友　樹

滝　沢　睦　夫

鹿　角　市

北 秋 田 市

上小阿仁村

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

秋　田　市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

由利本荘市

に か ほ 市

に か ほ 市

に か ほ 市

大　仙　市

仙　北　市

横　手　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

湯　沢　市

東 成 瀬 村

副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
部　　　長
分　団　長
班　　　長
分　団　長
副 分 団 長
副 分 団 長
部長(分団長級)
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
副 分 団 長
分　団　長
分　団　長
副 分 団 長
分　団　長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長
副 分 団 長

阿　部　卓　也
浅　利　勝　英
田　中　　　寿
池　端　　　淳
近　藤　竜太郎
熊　井　公　成
幸野谷　　　徳
川　口　雅　丈
髙　橋　　　一
齊　藤　一　夫
加　川　正　人
卯　野　清　彦
吉　川　誠　治
土　門　　　修
佐々木　　　光
佐　藤　央　章
斎　藤　　　廣
高　橋　孝　行
中　村　和　好
藤　枝　　　誠
伊　藤　竹　清
佐々木　　　淳
後　藤　展　史
奥　山　裕　之
高　階　勝　大
益　子　雄　光
髙　橋　浩　昭
齊　藤　秋　彦
金　子　春　喜
髙　橋　　　昇
佐々木　和　仁

鹿　角　市
大　館　市
上小阿仁村
能　代　市
三　種　町
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
秋　田　市
由利本荘市
由利本荘市
に か ほ 市
に か ほ 市
に か ほ 市
に か ほ 市
大　仙　市
仙　北　市
仙　北　市
仙　北　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
横　手　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
湯　沢　市
東 成 瀬 村
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防 災 事 業 部

火災の発生状況 （速報値）

　

２
月
７
日
〜
９
日
の
３
日
間
、
男
鹿
市

北
浦
真
山
神
社
を
会
場
に
第
62
回
な
ま
は

げ
柴
灯
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
男
鹿
市
消

防
団
か
ら
３
日
間
で
延
べ
31
名
の
団
員
が

火
気
警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

な
ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り
は
、
み
ち
の
く

五
大
雪
ま
つ
り
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
真

山
神
社
で
１
月
３
日
に
行
わ
れ
る
神
事

「　
　
　

」と
伝
統
行
事「
な
ま
は
げ
」を
組

み
合
わ
せ
た
観
光
行
事
で
、
昭
和
39
年
か

ら
続
く
祭
り
で
す
。

　

今
年
は
県
内
外
、
国
外
か
ら
３
日
間
で

約
４
８
０
０
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
雪
山

の
闇
の
中
か
ら
松
明
を
か
ざ
し
て
下
山
し

て
く
る
な
ま
は
げ
の
勇
壮
で
幻
想
的
な
姿

に
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
あ
る
真
山
神
社
の
広
場
中
央
で

は　
　
　

が
焚
か
れ
、
な
ま
は
げ
が
松
明

を
も
っ
て
下
山
し
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

毎
年
消
防
団
に
よ
る
火
気
警
戒
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
祭
り
期
間
中
に
は
、
男
鹿

市
船
川
に
あ
る
「
道
の
駅
オ
ガ
ー
レ
」
に

な
ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場

が
開
か
れ
、
花
火
の
打
ち
上
げ
が
行
わ
れ

る
た
め
、
そ
こ
で
も
消
防
団
に
よ
る
火
気

警
戒
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
密
着
し
な
が
ら
安

心
安
全
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
62
回
な
ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り

　
　
　
　
　

に
お
け
る
警
戒
を
実
施

（
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
）

建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

7
-  3
1

-  8
-  3
-  4
-  2

10
-  3
-  1
-  4
2

-  3
-  2

175
35
31
107
348
29
73

48
3
7
12
70
9
20

17
3
2
8
30
6
7

55
0
8
4
67
5
18

27
0
1
4
32
3
5

令和７年 令和６年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計

（秋田県総合防災課消防保安室調べ）

さ
い
と
う
さ
い

柴
灯
祭

　

せ　

ど　
び　

柴
灯
火


